
日 曜 給 食

1 土

2 日

3 月 ○

4 火 ○

5 水 ○

6 木 ○

7 金 ○

8 土

9 日

10 月 ○

11 火

12 水 ○

13 木 ○

14 金 ○

15 土

16 日

17 月 ○

18 火 ○

19 水

20 木 ○

21 金 ○

22 土

23 日

24 月

25 火 ○

26 水 ○

27 木 ○

28 金 ○

　４日（火） 一般選抜入試（学力）　１０：３０登校

　５日（水） 一般選抜入試（面接）　１０：３０登校

　６日（木） ３年修了式

　７日（金） 卒業式

２１日（金） 大掃除

２４日（月） 修了式・離任式

振替休日

学年末テスト
①自習②英③国④美

学年末テスト
①自習②社③音④理

学年末テスト　生徒会執行部会
①保体②数③技家④式歌練習

⑥全校集会

※予定は変更になる場合があります。

部活動テスト休み　～２７日まで

　　　　　天皇誕生日

　３月の行事予定

全学年臨休
一般選抜出願

４５分日課

４５分日課

高齢者疑似体験①１組②４組③３組

全校登校日　８：３０登校
①授業②授業　１０：３０放課

　　　　　建国記念の日

基礎学力テスト②～⑥

４５分日課

育成型選抜入試

高齢者疑似体験⑤５組⑥２組

Ｎｏ．１０

２月の行事予定
①は１時間目のことです

行　　事

出会いを大切に
２０２５. １. ３１

今年で阪神淡路大震災が発生してから30年がたちます。各テレビ局で特番が組まれ

放送されていたので家でも話題になったのではないでしょうか？1年生の総合的な学習の

時間でも防災について学習をしました。いつ何時起こるかわからない南海地震に備え，防

災（減災）意識を常に持ち生活していきましょう。

《保護者の皆さまへ》

明日から2月になり，3年生は受験シーズンに突入しました。１，２日は生光学園高等

学校の入試，4日は育成型選抜入試があります。1年生も12日には基礎学力テストが

あり，自分の力を知るよい機会になります。1月24日から過去の問題を家庭に持ち帰り

家庭学習として行ってもらっています。ご家庭でも，しっかり家庭学習に励むようにご指

導ください。

学校ではコロナやインフルエンザが流行っています。体調が悪い場合は無理をせず

休ませていただけたらと思っています。換気・消毒・マスクなどで感染予防もお願いしま

す。

避難訓練 １．２３

私は防災学習を終えて，災害がくるまでに

自分でできることはしようと思いました。ハ

ザードマップを見て，家から歩いたら遠いけ

ど，リュックなどに必要なものを準備してお

けば，少しは時間短縮できると思いました。

家には犬もいるので犬の必要なものもリュッ

クに入れておこうと思えて，犬がいたらどう

避難すればいいんだろうと思っていたので知

ることができてよかったです。ニュースの映

像を見たとき，災害の怖さをもっと知りまし

た。本当にいつ災害が起こるか分からないか

ら，これから防災意識を高めていきたいなと

思いました。30年以内に地震が起こる確率が

７０％→８０％になって，いっそう怖くなり

ましたがとても勉強になってよかったです。

僕はちょうど３０年前の1月17日に起きた阪神淡路大震災をテレビ

や学校での防災学習などで見ると，見た人が絶するような光景がた

くさん映っていました。そのような中，たくましく生きのびようと

した人たちは本当にすごいなと思いました。救助や消火活動が追い

ついていない状態でも必死に水の入ったバケツを持って鎮火しよう

と試みている人々，救助を手伝っている人々，そんな様子も見まし

た。ちょっとずつもとの生活が戻ってきたときも，工事を行ってい

るところもあり，まだまだ心が傷ついているような感じでした。僕

が一番驚いたことは高速道路が横倒しになっていたことです。バス

が走行中に地震がおこり，道路が寸断されたギリギリのところで止

まって，なんとか生き延びたニュースなども見ました。

いざという時のために，僕の家にも非常用持出袋を常備していま

すが，地震のとき，それがどれだけもつかは全くわかりません。僕

の住んでいる地域は南海トラフ地震がこの30年間の間に８０％の確

率でおこると予想されています。これからも一度きりの人生を大切

にして災害から身を守りたいです。

過去の震災から学ぼう！

今回の避難訓練は地震発生後，出火をしたという想定で行い

ました。どの人も意識を高くもち，素早く行動できていました。

その後，名西消防署の消防士の方から消火器の使い方を教えて

いただきました。

阪神大震災でも家屋の倒壊に次いで火災によって尊い命が失

われました。また，空気の乾燥から至るところで火災が起きて

います。常日頃から火の元にも気をつけていきましょう。


